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委
員
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
〈
要
旨
〉

　

東
京
地
方
本
部
は
、
一
〇
月
三
一
日
一
三
時
か

ら
新
橋
交
通
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
行
い
規
模
を
縮
小
し
て
、
第

七
一
回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
山
田
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

大
会
議
長
に
は
根
本
代
議
員
（
上
野
支
部
）、
副

議
長
に
は
竹
村
代
議
員
（
神
奈
川
地
区
本
部
）
を

選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

鎌
田
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民

主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

次
に
上
部
機
関
を
代
表
し
て
国
労
東
日
本
本
部

大
沼
委
員
長
か
ら
、
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み

や
、
今
後
の
国
労
運
動
の
考
え
方
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
出
席
を
控
え
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
共
闘
や
政
党
・
団
体
、

な
ど
と
自
己
責
任
論
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
四
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
中
米

の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
が
批
准
し
、
こ
れ
に

よ
り
批
准
し
た
国
・
地
域
が
五
〇
に
達
し
、
来

年
の
一
月
二
二
日
に
条
約
の
発
効
が
確
定
し
ま

し
た
。
核
兵
器
の
使
用
や
保
有
を
は
じ
め
て
違

法
化
と
す
る
国
際
条
約
と
な
り
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
と
い
う
状
況
の
中

で
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
核
や
戦
争

の
悲
惨
さ
を
知
る
日
本
が
、
米
国
の
「
核
の
傘
」

や
「
核
抑
止
力
」
へ
の
依
存
に
固
執
す
る
の
で

は
な
く
、
す
み
や
か
に
批
准
す
べ
き
で
す
。

激
動
の
政
治
情
勢
の
中
で
、
働
く
者
の
視
点

で
政
治
を
捉
え
る
労
働
組
合
の
社
会
的
責
任
は

大
き
い
だ
け
に
、
職
場
・
地
域
の
全
て
の
力
を

傾
注
し
、
護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
勢
力
を
総

結
集
さ
せ
、
共
に
闘
い
抜
く
決
意
で
す
。

当
面
す
る
諸
課
題
の
実
現
に
向
け
、
国
労
東

京
が
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て
い
く

こ
と
を
申
し
上
げ
、
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
で
す
。

今
日
ま
で
、
全
て
の
取
り
組
み
を
組
織
強
化
・

拡
大
に
集
約
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
各
級
機

関
・
組
合
員
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
粘
り
強
く
拡

大
運
動
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
国
労

に
加
入
し
た
若
い
青
年
が
中
心
に
な
り
、
労
働
組
合

の
必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
、
加
入
活
動
を
ひ
た
む
き

に
展
開
し
、
新
た
な
仲
間
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
る
と

い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
常
的
な

世
話
役
活
動
や
職
場
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
か
ら

国
労
の
存
在
を
示
す
中
で
信
用
・
信
頼
関
係
を
作
り

出
し
、
加
入
呼
び
か
け
を
持
続
的
に
行
な
う
中
で
着

実
に
成
果
と
し
て
表
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
全
体
で
学
び
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

国
鉄
労
働
組
合
を
担
う
次
世
代
へ
、
運
動
・
組
織
・

財
政
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
よ
り

一
層
の
組
織
拡
大
行
動
の
取
り
組
み
を
強
化
・
継
続

さ
せ
、
青
年
・
女
性
層
と
の
学
習
と
交
流
等
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
全
機
関
が
最
大
限
集
中
し
て
い
く
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
全
て
の
職
場

労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

今
も
な
お
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
重
大
事
故
と
イ
ン
シ

デ
ン
ト
の
多
発
、
大
規
模
な
輸
送
障
害
な
ど
が
続
発

し
、
安
全
・
安
定
輸
送
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
輸
送
の
最
大
の
使
命
は
、
安
全
輸
送
の
確

保
で
あ
る
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
の
追
求

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
と
合
わ
せ
日
々
検
証

す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
め
、
安
全
が
最
優
先
さ

れ
る
企
業
文
化
の
定
着
を
労
働
組
合
と
し
て
求
め

て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
労
働
者
が
、
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る

職
場
を
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検

運
動
」
を
再
強
化
し
、
適
正
な
人
員
配
置
や
人
材

育
成
、
着
実
な
技
術
継
承
な
ど
抜
本
的
な
安
全
・

事
故
防
止
対
策
と
労
働
条
件
・
待
遇
改
善
に
向
け
、

全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
平
和
と
民
主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て

で
す
。

　

安
倍
首
相
の
突
然
の
辞
任
に
よ
り
誕
生
し
た
菅

政
権
も
安
倍
政
治
を
全
面
的
に
継
承
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
・
規

制
改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
を
掲
げ
、「
ま
ず
は
、自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」

並
び
に
国
労
の
各
級
機
関
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
会
延
期
承
認
が
さ
れ
、
石
井
書
記
長
か
ら

経
過
な
ら
び
に
二
〇
二
〇
年
度
運
動
方
針
（
案
）、

組
織
検
討
委
員
会
の
答
申
が
提
案
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
田
中
財
政
部
長
か
ら
決
算
報

告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
経
過
・

二
〇
二
〇
年
度
運
動
方
針
（
案
）、
組
織
検
討

委
員
会
の
答
申
に
対
す
る
討
論
が
九
名
の
代
議

員
か
ら
さ
れ
、
組
織
拡
大
や
職
場
労
働
条
件
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み
、
平
和
運
動
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
上
部
機
関
に
対
す
る
要
望

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
書
記
長
集
約
を
も
っ
て
、

経
過
な
ら
び
に
二
〇
二
〇
年
度
の
運
動
方
針
、

組
織
検
討
委
員
会
の
答
申
が
承
認
さ
れ
た
。（
代

議
員
の
発
言
や
書
記
長
集
約
の
要
旨
は
、
次
号

に
掲
載
予
定
）

続
い
て
永
年
勤
続
表
彰
者
の
報
告
、
組
織

拡
大
表
彰
が
あ
り
、
武
蔵
小
杉
駅
分
会
、
神
奈

川
地
区
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
た
。

　

二
〇
二
〇
年
度
予
算
案
の
提
案
で
は
、
組
合

員
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
予
算
が
組

め
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
、
緊

縮
財
政
を
求
め
る
一
方
、
こ
こ
で
も
組
織
拡
大

が
強
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
に
対
す
る
一
票
投
票
が

行
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
確
立
、
選
管
か
ら

地
方
委
員
が
発
表
さ
れ
た
。
特
別
決
議
二
本
と

大
会
宣
言
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に
鎌
田
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間

東
京
地
方
本
部
の
全
組
合
員
が
組
織
拡
大
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
に
全
力
を
上
げ
て

い
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

猛
威
は
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ば
か
り
か
拡

大
し
、
経
済
と
国
民
生
活
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
を
受
け
た
企
業
倒

産
は
六
五
〇
件
を
超
え
、
解
雇
・
雇
い
止
め
は

六
万
五
千
人
を
超
え
る
な
ど
増
加
の
一
途
で
あ

り
、
経
済
の
低
迷
が
さ
ら
な
る
生
活
悪
化
と
雇
用

不
安
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
労
働
者
・
市
民
の
生
活
権
を
守

る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
と
と

も
に
賃
金
・
生
活
保
障
や
医
療
体
制
の
確
保
な

ど
、
国
や
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
財
政
・
人
的
支

援
体
制
の
早
期
確
立
に
向
け
、
関
係
す
る
労
働
組

合
・
諸
団
体
と
連
帯
し
、
全
力
を
挙
げ
取
り
組
み

東
京
都
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

東
京
地
方
労
働
組
合
評
議
会

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
東
京
協
議
会

東
京
都
労
働
組
合
連
合
会

全
日
本
自
治
体
労
働
組
合
東
京
都
本
部

全
水
道
東
京
水
道
労
働
組
合

社
会
民
主
党
東
京
都
連
合

日
本
共
産
党
山
添
拓
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

全
国
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部

国
労
東
京
地
本
議
員
団

国
鉄
労
働
組
合
中
央
本
部

国
鉄
労
働
組
合
盛
岡
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
秋
田
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
新
潟
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
水
戸
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
千
葉
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
高
崎
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
長
野
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
近
畿
地
方
本
部

メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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工
場
支
部
青
年
部
を
再
建
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交
換
を
行
っ
た
後
、
新
青
年
部
長
に
選
出
さ
れ
た

早
川
義
貴
さ
ん
か
ら
、「
組
織
強
化
・
拡
大
の
取

り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
、
多
く
の
青
年
を
国
労
に

迎
え
た
い
」
と
の
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
、
早

川
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
再
建
委
員
会

は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
で
は
自
己
紹

介
を
含
め
た
交
流
が
、
深
夜
遅
く
ま
で
続
き
、
参

加
者
一
同
青
年
部
に
元
気
を
も
ら
い
、
拡
大
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
工
場
支
部
よ
り

国
会
議
員
会
館
前
行
動

一
〇
月
一
九
日
、「
い
の
ち
を
ま
も
れ
！

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
反
対
！
改
憲
反
対
！

一
〇
・
一
九
国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
が
雨
の
降

り
続
く
中
、
九
〇
〇
人
の
市
民
・
労
働
者
が
結

集
し
て
開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
司
会
者
か
ら
、

安
倍
内
閣
は
倒
れ
た
が
、
後
に
続
く
菅
内
閣
は

安
倍
政
治
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
強
権
的
な
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
お
り
、

早
期
に
退
陣
に
追
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
指
摘
、
引
き
続
き
活
動
を
強
め
よ
う
と
訴
え

が
あ
っ
た
。
主
催
者
を
代
表
し
、
憲
法
九
条
を

壊
す
な
実
行
委
員
会
の
菱
山
さ
ん
か
ら
は
、
菅

内
閣
が
で
き
て
か
ら
一
ヵ
月
が
経
過
し
て
も
国

会
も
開
か
ず
、
学
問
の
自
由
を
否
定
す
る
暴
挙

で
あ
る
日
本
学
術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
を
行

っ
た
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
、
任
命
拒
否
容
認
や

撤
回
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
絶
対
な
い
と
追
及

を
強
め
る
考
え
を
表
明
し
た
。
政
党
か
ら
は
、

社
民
党
吉
田
幹
事
長
、
日
本
共
産
党
小
池
書
記

局
長
、
立
憲
民
主
党
小
西
参
院
議
員
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
に
対

す
る
政
府
の
対
応
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
菅

内
閣
を
退
陣
に
追
い
込
む
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

市
民
か
ら
は
、
市
民
連
合
の
山
口
二
郎
法
政
大

学
教
授
、
戦
争
法
の
廃
止
を
め
ざ
す
中
野
ア
ピ

ー
ル
実
行
委
員
会
、
安
保
法
制
に
反
対
す
る
マ

マ
の
会
＠
千
葉
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
が

鉄
道
の
日
で
あ
る
一
〇
月
一
四
日
一
八
時
よ

り
、
大
井
工
場
支
部
事
務
所
に
て
、
大
井
工
場
支

部
青
年
部
再
建
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
全
国
大
会
で
「
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
出
さ
れ
、

組
織
拡
大
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
る

中
、
こ
の
間
大
井
工
場
支
部
で
は
青
年
二
名
の
拡

大
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
支
部
執
行
委
員
会
や
分

会
長
会
議
等
で
支
部
青
年
部
再
建
に
向
け
た
議
論

を
行
い
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

支
部
青
年
部
再
建
委
員
会
に
は
支
部
役
員
・
分

会
代
表
者
、
木
村
国
労
本
部
青
年
部
長
（
東
日
本

青
年
部
書
記
長
兼
務
）
と
宮
下
東
京
地
本
青
年
部

長
が
参
加
し
、
木
村
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
共

に
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
司
会
の
白
井
支
部
書
記
長
よ
り
再
建

に
向
け
た
経
過
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
全
体
で
支

部
青
年
部
の
再
建
を
確
認
し
ま
し
た
。
委
員
会

は
、
参
加
者
か
ら
の
青
年
に
対
す
る
質
問
や
意
見

あ
っ
た
。
市
民
の
最
後
に
登
壇
し
た
学
生
グ
ル

ー
プ
は
、
自
分
た
ち
が
こ
の
場
に
立
つ
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
や
菅
政
権
へ
の
不
満
を
述
べ
、

共
に
た
た
か
う
決
意
を
表
明
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
か
ら
コ
ー
ル
無
し

の
行
動
だ
っ
た
が
、
市
民
と
労
働
者
の
怒
り
を

結
集
し
、
菅
内
閣
を
退
陣
に
追
い
込
む
決
意
を

固
め
あ
う
行
動
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
国
会

周
辺
で
の
行
動
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
可

能
な
限
り
の
参
加
体
制
を
要
請
す
る
。

　
永
年
勤
続
表
彰
　
一
四
名

　
　

新
橋
支
部　
　
　
　

石
上　

浩
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
本　

肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津　

幸
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲
山　

隆
夫　
　
　
　

　
　

上
野
支
部　
　
　
　

岡
野　

隆

　
　

神
奈
川
地
区
本
部　

加
山　

隆
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
原　

和
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

吉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

久

　
　

中
央
支
部　
　
　
　

波
能　

秀
幸

　
　

自
動
車
支
部　
　
　

柳
沢　

秀
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

淳
一

　
　

大
宮
地
区
本
部　
　

菊
地　

和
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
利　

達
也

木村本部青年部長 早川大井工場支部青年部長 宮下東京地本青年部長

組織拡大表彰
武蔵小杉駅分会：竹内代議員 神奈川地区本部：長瀬委員長


